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はじめに 
 上海自然科学研究所は、我が国により 1931(昭和 6)年に上海フランス租界内に設立され、終戦時
まで続いた研究所であった。中国大陸での自然科学の発展に貢献するとの目途を持って、研究所に





















































全部で 7 項目あり、その第 2 番目の項目として、地球物理学関連の「重力及び地磁気の測定」が設
定されていた(10)。この項目の担当者は日本側が新城新蔵、中国側が文元模であった。 
 第 2 回の会議は 1927(昭和 2)年 11 月に東京で開催されたが、その頃中国国内は騒然としていた。






 1929(昭和 4)年 12 月、中国のほぼ全土を統一した国民政府の外交部から、正式に研究所の廃止交
渉の申し出があったが、外務省はこの廃止交渉要求を拒否した。1930(昭和 5)年 9 月に上海や東京
外務省で研究所開設準備委員会が開催されて、組織の具体案や学科の部屋割等が討議され、1931(昭
































の記述もあり(15)、若い 2 人のこれからの中国大陸での研究への熱い想いが感じられる。 














が、兎も角昭和 2 年から東亜大陸に於ける重力、地磁気、経緯度の測定を開始し、仝 5 年（著
者注：6 年の間違い）を除くほか、仝 7 年まで毎年朝鮮及び満州に於て実施して来た。この測
定は新城委員の発案により、松山教授を主脳者として行はれたもので、仝 2 年には文委員及び
理論天文学専攻の沈璿（1900 生）が参加し、仝 3、4、5、7 の 4 年は東中が、又仝 7 年には速










本側の単独による外務省所管の研究機関となってしまったが、1931(昭和 6)年 4 月 1 日に上海自然

























 速水と東中は、海軍水路部の嘱託となり、1932(昭和 7)年から 1933(昭和 8)年にかけて水路部に
より実施された全国地磁気測量に協力した。十周年記念誌の物理学科の項には、 













 2 月 14 日の日食当日は幸運にも天候に恵まれ、また、この当時は太陽活動が低く、磁気嵐も起こ
らなかったことにより、各方面で良好なデータを得ることができた。日食は現地時間の午前 8 時 41


























































































































和 13)年 4 月の小学校新学期開始の頃であった。 
 
新城所長の急逝  








































院したが、病状は悪化の一途を辿り、ついに１週間後の 8 月 1 日に逝去した。悪性の赤痢であった。 



































解離理論より大気上層の温度について調べ、約 220 ㎞以上のＦ層における温度として 1400 度Ｋよ






 1941(昭和 16)年 9 月 21 日に中国を通過する皆既日食があったので、皆既帯の異なる地点におけ
る地磁気変化を調べるために、千田が漢口で、速水が南昌で、東中が東引島でそれぞれ地磁気観測
を行った。また、千田は漢口で電離層観測も行った。 


































































































 一方、東中秀雄は 1950(昭和 25)年に、大阪大学理学部地学担当教授を経て、京都大学教養部地
学教室の教授となった(60)。地学教育に熱意を持って当たり、「暗記の地学」ではなく「考える地学」
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